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大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会 

ワーキンググループの開催について【令和８年度 案内】 

 

北海道地方環境事務所資源循環課 

 

1. 概要 

北海道では災害廃棄物への対応力を強化するため、平成 26 年に「大規模災害時廃棄物対

策北海道連絡会」を設置し、その後「大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会」へと移行

し、大規模災害時の廃棄物対策に関する広域的な連携等の検討を目的としてブロック協議会

を毎年開催してきました。また、令和 3 年度より５年ごとのビジョンとロードマップを策定し、

災害廃棄物処理計画策定率の向上や人材育成に資する事業を実施しています。 

こうした事業の一環として、令和 6 年度より仮置場ワーキンググループ（WG）、連携強化

WG、計画策定・改定 WG の 3 つの WG を開催しております。本年度の WG の開催予定を次

項に示しますので、参加をご検討くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

令和８年度～１２年度ロードマップ 
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2. ワーキンググループ開催概要 

仮置場 WG 

対象者 市町村職員 

実施回数 全 2 回（各２時間程度） 

実施時期 令和８年 8 月～令和８年 12 月頃 

実施方法 リモート開催（Microsoft Teams） 

内容 

仮置場設置の重要性、仮置場の種類と地域の実情に合わせた収集-仮置方法、仮置場設

置訓練の必要性について理解を深めます。また、道外の仮置場候補地選定の事例等を学び

ます。参加者で想定されている仮置場候補地選定、収集方法に係る課題抽出・解決方策の検

討を行います。WG を通じて、仮置場の設置運営の基礎を学びます。 

 

連携強化 WG 

対象者 市町村、一部事務組合、広域連合、民間団体、振興局 

実施回数 全 2 回（各２時間程度） 

実施時期 令和８年 8 月～令和８年 12 月頃 

実施方法 リモート開催（Microsoft Teams） 

内容 

自治体間、自治体と民間事業者間の連携の重要性について理解を深めます。また、道外

自治体における連携状況などの事例について学びます。意見交換により災害時に想定され

る関係者との連携上の課題抽出・解決方策の検討を行います。ＷＧを通して、災害廃棄物処

理における関係者間の連携強化を目指します。 

 

計画策定・改定 WG 

対象者 災害廃棄物処理計画を策定又は改定予定で支援を必要とする市町村 

実施回数 全 4 回（各回２時間程度） 

実施時期 令和８年 8 月～令和８年 12 月頃 

実施方法 リモート開催（Microsoft Teams） 

内容 

災害廃棄物処理計画の策定・改定に必要な内容について理解を深めます。「市町村災害廃

棄物処理計画策定 ワークシート」（北海道版）や計算エクセル等の説明、参加自治体による

計画策定又は改定を進め、作成における課題の抽出・解決方策の検討を行います。また、希

望する場合はワークシート等を用いた、骨子案作成のサポートを受けることができます。 

※個別の策定支援を希望する場合は「令和８年度市町村災害廃棄物処理計画策定支援」事

業にてお申込みください。 
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3. ワーキンググループの参加申し込みについて 

ワーキンググループに参加希望の場合は、別添の申込 Excel 様式に必要事項を記入のうえ

下記申込先までご提出ください。 

応募状況を踏まえて令和８年 7 月末までにメンバーを決定し、開催日等の調整を行います。

お問合せについても下記宛にお願いいたします。 

 

〇参考 

昨年度の WG の開催状況については以下をご覧ください。 

  令和７年度災害廃棄物処理に関する各種事業報告書 | 北海道地方環境事務所 | 環境省  

■申込・お問い合わせ先（受託業者） 

 〒215-0004 神奈川県川崎市麻生区万福寺 1-2-2 新百合 21 ビル８F 

アジア航測㈱ 環境部 環境デザイン課 （担当：渡邊・井川） 

TEL：044-967-6306 FAX：044-952-0884 

E-mail：hokkaido.saigai@ajiko.co.jp 

※件名に【参加ご希望の WG 名】をご記載ください。 

https://hokkaido.env.go.jp/recycle/post_140_00007.html

